
4. März 2009 - 15:45  

イエズス会士と禅問答イエズス会士と禅問答イエズス会士と禅問答イエズス会士と禅問答 

 
「静寂を創造せよ。自分を静寂に置くことで、悟り、光を得る」 (swissinfo.ch) 

人口の人口の人口の人口の8割以上がキリスト教徒のスイスでも、宗教は割以上がキリスト教徒のスイスでも、宗教は割以上がキリスト教徒のスイスでも、宗教は割以上がキリスト教徒のスイスでも、宗教はググググ
ローバル化している。チューリヒなどの都市では、キリローバル化している。チューリヒなどの都市では、キリローバル化している。チューリヒなどの都市では、キリローバル化している。チューリヒなどの都市では、キリ
スト教を捨てて仏教に帰依したスイス人が営む禅道場もスト教を捨てて仏教に帰依したスイス人が営む禅道場もスト教を捨てて仏教に帰依したスイス人が営む禅道場もスト教を捨てて仏教に帰依したスイス人が営む禅道場も
ある。ある。ある。ある。 

ツーク州では、イエズス会士でカトリックの司祭が座禅を組み、多くの弟子が集ま
っているという。2つの宗教を結び付ける禅道場とはどういった場所なのだろうか。 

雪に埋もれた静けさ雪に埋もれた静けさ雪に埋もれた静けさ雪に埋もれた静けさ 

 
その道場は、イエズス会の修道院の敷地内に建てられた「ラサールハウスセンター ( 
Zentrum Lassalle Haus 

)」にある。修道院が建てられる前は療養所だったという広い敷地に入って間もなく
、鉄筋コンクリートの建物が雪の積もった向こう側に見えてきた。これがセンター
だ。ドアを開くと、茶色の木と灰色のコンクリート、そして透明なガラスが調和す
る、20世紀の教会を思い起こさせる空間が広がっていた。 

 
カフェテリアにはホームメイドのクッキーが大皿に盛られ、カトリック教会の修道



院に似た「もてなし」の雰囲気に満ちている。敷地内にある水源から採取したとい
う水をグラスに注ぎ、筆者は取材の時間まで待つことになった。外には小雪が音も
なく降り続く。 

 
静寂を味い外の景色を眺めること約15分。中肉中背のニコラウス・ブランチェン氏
が笑顔でカフェテリアに入ってきた。ブランチェン氏が羽織る、和風の布でパッチ
ワークした袖なしのチョッキに、筆者は日本との手がかりのようなものを発見した
気がした。 

真実を真実を真実を真実を2つの異なった目で見るつの異なった目で見るつの異なった目で見るつの異なった目で見る 

 
ブランチェン氏は1993年、すでに20年以上前からあった現在のセンターに、同じく
イエズス会士のドイツ人、フーゴ・愛宮 ( えのみや ) 

ラサール氏の名を新たに冠したラサーレハウスセンターを設立した。ここで座禅を
組んだり、宗教的なセミナーを行ったりして、世界の宗教の出会いの場を提供して
いる。 

 
ブランチェン氏は、ラサール氏の紹介で出会った鎌倉にある三宝教団の山田耕雲老
師の指導を仰ぎ、現在は悟雲老師と名乗る。 

 
「心から、自分はカトリックの司祭であることを納得している。しかし、日本に何
度も滞在し、集中して座禅を組むことで、真実を見る見方が釈迦と似たものになっ
た。無の中の無限を体験し、それが見えるという意味では、『ネオ仏教家』より仏
教家だろう」 

 
とはいえ、ブランチェン氏は、こうであるといった枠にはめて決め付けられること
を嫌う。キリスト教信者であり仏教徒である前に、自分であり、より自分でありた
いと言う。 

 
キリスト教は神を中心にした教えで、言葉が重要な宗教。一方禅仏教は、仏さえ否
定することも厭わない無限の無を体験する宗教である。この2つの宗教は相容れない



のではないかと何度も繰り返し質問する筆者に対しブランチェン氏は、「真実を2つ
の違った目で見ることはチャンスだ」と忍耐強く語る。 

「なぜ違いを探し、共通点を探さないのか。すべての人間が息をして食事をする。
人間はなぜ苦しむのか。どこから来て、どこへ行くのかといった疑問はすべての人
が持っている。そもそも、現世で良い行いをすれば天国に行くといった教えはキリ
スト教でもすでに古い。現代のキリスト教でも『即今、此処、自己』が決定的だ。
永遠とは今を引き伸ばすことではない。永遠は現在であり、それは座禅を組むこと
で体験する」 

 
雪景色にひっそりたたずむ「ラサールハウスセンター」。建築家アンドレ・シュト
ゥーダーによる設計   (swissinfo.ch) 

節度、賢明、正義、勇気節度、賢明、正義、勇気節度、賢明、正義、勇気節度、賢明、正義、勇気 

 
ラサールハウスの奥まった場所にある「愛雲禅堂」の扉を前にしてブランチェン氏
はしかし、「禅堂を作りセミナーをすると言ったら、あまりにも仏教的になってし
まわないかと反対されたこともある」 

 
と明かした。その反対者を納得させて作った道場には、摂心など座禅を組むセミナ
ーが毎月開かれ、毎回約50人が集まるという。ブランチェン氏に師事するスイス人
は、直接の弟子といえる人だけで200人以上もいる。 

 
インターネットのサイトには「座禅を組む理由はいろいろあります。ストレス解消
、熟睡を得られるように、自分の可能性を広げるため…」とある。しかし、これは
人々を呼び集める単なる勧誘の言葉でしかない。禅の教えを執筆することさえ無で
あると認識しながらも、あえて教えを書き残す禅僧がいるように、ブランチェン氏
も、あえてセミナーに人を呼ぶ。 



 
ブランチェン氏が行う座禅セミナーに来るのは企業や機関のリーダーたち。セミナ
ーに来る理由はそれぞれだが 

「たとえ1日でも、静かな場所に自分を置くことで、参加者は何が『禅』なのかとい
うことに気づく。無意識下に求めるているのは、結局自分を発見することだ」 

 
座禅を組むことでその人が抱える問題を解決することはできない。しかし、解決の
鍵を握るようになると言う。 

 
金融、経済危機に直面した今のリーダーたちへブランチェン氏は、じっくりと考え
ながら 

「古代ギリシャ・ローマから伝えられる、すべての人にとって納得のいく節度、目
をくらまされない賢明さ、一人ひとりに見合った正義、自己の信念を主張する勇気
という4つの徳を思い起こしてほしい」 

 と語った。 
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